
日南中が目指す「学び合い」 
校長  見世 直樹 

 
 本校では、協同学習(学び合い)に取り組んでいます。学習指導要領にも、「主体的・対話的で深い学び

（アクティブ・ラーニング）」の授業改善が述べられ、生徒同士が「学び合う」授業づくりはスタンダード

になっています。国として進めても地域や生徒一人ひとりは様々ですから、日南中が目指す協同学習(学び合

い)を生徒と共に作っているところです。 

今年は 4月に色々な先生から次のような話をしてスタートしました。「みんなが分かる、できるようになる

ことが大切と、皆が理解している。」「友達の分かった、できたを自分のこととして喜ぶことができる。」 

そのためには、分からない、知りたいところがあったら、気兼ねなく周りの人に聞ける力が必要です。そ

れ以上に周りの人もそれを受け入れる雰囲気も大切です。 

以下の生徒の「振り返り」は、今月の研究授業（3年生数学）ものです。答えに至るまでにどうしてそう

なっていくのか、集中して考えたり、周りに問うたりしていたそうです。 

「４√２＋３√２みたいに√の部分が同じ時は、４a＋３a＝７ａと同じように考えて、（４＋３）√２＝

７√２のようにまとめることができて、√のついた項をまとめるときは、それぞれの√の中の数をできるだ

け簡単にすると解きやすいことが分かりました。」 

 授業を見られた岡山大学高旗教授は、生徒の振り返りを評価されたり、「昨年から生徒さんたちの取り組

みが格段に良くなっておられると思いました。とても幸せな思いを抱えて岡山に戻りました。」とメールを

頂いたり、私もうれしい気持ちになりました。 

 自分もがんばり、周りの人とも関わり(協同し)、今の自分より一つ上に行ける、自分だけでは分からなか

った、できなかった難題にもチャレンジできる。そして、やればできた、分かったと実感でき、周りの人か

らも「わかったね！」「やればできたじゃん！」と自分事のように喜んでくれる。そういう学習集団（仲

間）に成長していって欲しいと思います。このことは、部活や体育祭など生徒会行事にも、必ず活きて、生

徒に相乗効果があると信じています。 
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 ６月６日（木）、７日（金）に、西部地区中学校夏季総合体育大会が開催されました。本校からも、陸上

部、男女卓球部、男女バレーボール部、女子ソフトテニス部が参加し、日頃の練習の成果を発揮し、大会

に望みました。３年生にとっては中学校生活最後の大会となるということで、大会に臨む意気込みも強

く、大きな声を出しての一生懸命なプレーが多く見られました。結果はそれぞれでありましたが、今まで支

えてくださった家族の方や仲間、そして、いつも熱心に指導をしてくださった先生方に感謝の気持ちを忘

れず、部活動で学んだことや経験などを今後の生活に役立ててほしいと思います。県総体への出場が決

まった人は、さらに上位を目指し練習等に励んでほしいと思います。 
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６月５日（水）に、昨年に引き続き、鳥取県デジタル 

シティズンシップエデュケーターの今度珠美さんをお招 

きして、メディアとの上手なつきあい方についてお話を 

聞きました。情報を見極めるポイントやインターネットと 

いう公共空間のマナー、特に、オンラインで行動する時の 

「立ち止まる」「考える」｢相談する｣3 つのステップについて具体例をたくさん交えながらお話してくださ

いました。そして、メディアを使う時間の長さが問題なのではなく、物事の優先順位や、使わない時間帯 

や場所を決めるなど、バランスを考えて利用することが大切だということを教えていただきました。 

 

 

 

 ６月１１日（火）に、火災を想定した園小中合同避難訓練を行い、安全に 

避難することと、連携の大切さ等を確認しました。また、当日は江府消防署 

生山出張所の職員の方と役場総務課から渡邊防災専門員さんにも来てい 

ただき、ご指導を受けました。火災発生時刻は生徒に知らせず行いましたが、 

授業中ということもあり、授業担当の先生の指示に従い、落ち着いて、グラウ 

ンドに避難をしました。避難後、消防署の方と渡邊防災専門員さんから、素早 

く上手に避難できていましたとお褒めの言葉と避難する際の注意点などを、 

お話をしていただきました。あってはならないことですが、万が一に備えて訓練 

しておくことは大切です。火災や災害はいつ起こるか分かりません。どんなとき 

でも、周りの状況をしっかりと判断して、自分の命は自分で守れるように訓練も 

工夫していきたいと思います。 

 

 

 

 

 ６月２０日（木）に、モンゴルから来県されて、県内で 

ホームステイや体験活動等を通して交流事業をしている 

中高生と交流を行いました。歓迎セレモニーでは、生徒 

会長の渡邊さんがあいさつをし、その後、有志生徒による 

「日南神楽」を披露しました。そして、モンゴルの中高生 

からモンゴルの紹介とダンスの披露があり、最後は記念 

撮影をしてセレモニーを終えました。また、給食も一緒に 

食べ、午後からは２年生と一緒に音楽の授業で琴を体験 

してもらいました。短い時間でしたが、和やかな雰囲気で 

楽しく交流を深めることができました。 

 

 １日（月）２年職場体験（～３日） 

４日（木）シアトル中学生交流 

５日（金）３年学力診断テスト 

６日（土）通信陸上（～７日） 

８日（月）駅伝部結成 

９日（火）１年人権教育講演会 

１０日（水）計画訪問 

１１日（木）専門委員会 

１５日（月）海の日・郡Ｐバレー交流会 

１６日（火）にちなんＫＫフェスタ 

１７日（水）期末懇談（午後） 

１８日（木）期末懇談（午後） 

１９日（金）１学期終業式 

２０日（土）県総体（陸上・ソフトテニス） 

２１日（日）県総体（陸上・ソフトテニス） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

８月２６日（月）２学期始業式 

  ２９日（木）３年学力診断テスト 

７月の主な行事 

メディア教育講演会 


